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7 月 25 日から 3 日間、もみじホールで、「見つけ
よう好きなこと体験活動」が行われました。これは、
市文化協会が主催するもので、市内小学生 110 人が
参加しました。この活動では、文化協会の会員が子
どもたちの指導にあたり、文化・芸術を教えました。

●見つけよう好きなこと体験活動
8 月 2 日、日大明誠高校グラウンドで、「サッカー

教室」が行われました。これは、上野原青年会議所が
ヴァンフォーレ甲府の選手を招き、子どもたちにサッ
カーを教えるもので、当日は、約 50 人の参加者が、
プロのサッカー選手から指導を受けました。

●上野原青年会議所「サッカー教室」開催

8 月 13 日、緑と太陽の丘キャンプ場に、倉庫が
寄贈されました。これは、2 月の雪害で使用できな
くなった倉庫を、毎年キャンプ場を利用している
NPO 法人 Try Field の子どもたち約 20 人が、新し
く倉庫をつくり寄贈したものです。

●緑と太陽の丘キャンプ場に倉庫寄贈
8 月 2 日、秋山小学校で、「星を見る会」が行われ

ました。これは、秋山地区青少年育成会連合会が主
催したもので、JAXA 宇宙教育指導者の宮川広先生
の講演会や星の観察などが行われました。約 100 人
の参加者は、宇宙や星について学びました。

●「星を見る会」で講演会開催

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

長寿村棡原（日原）からの眺望
今回、「長寿村」の特集を組むにあたり、取材に協力していただいた地域のみなさ

ん、本当にありがとうございました。取材で感じた、地域のみなさんの棡原に対する
想い、その想いが特集を通じて少しでも多くの方に伝わればと願っています。ところ
で、今回、ある民宿の「長寿食」をいただきました。粗食のイメージがある長寿食で
すが、おばくやせいだのたまじ、さしみこんにゃくなど、どれをとっても想像以上に
豪華で美味しく、寿命が延びたと感じました。最近いたるところの老化を感じている
今日この頃、これからは、長寿食でいきます。「長寿食」おすすめですよ !!（大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,340 人 （− 35）
男 ● 12,646 人 （− 16）
女 ● 12,694 人 （− 19）

世帯 ● 10,037 世帯（− 14）
平成 26 年 8 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.115     28
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地
域
の
風
土
の
中
で
、
先
人
た
ち
が

築
き
上
げ
た
文
化
。
今
こ
そ

特集　
日本一の長寿村と呼ばれた棡

ゆずりはら

原から学ぶ日本一の長寿村と呼ばれた棡原から学ぶ

長寿村の栄光と使命　
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か
つ
て
、
日
本
一
の
長
寿
村
と
呼
ば
れ
、
全

国
か
ら
注
目
を
集
め
た
棡
原
地
区
。

し
か
し
、
こ
の
長
寿
村
棡
原
に
高
度
経
済
成

長
の
波
が
押
し
寄
せ
た
。

車
社
会
、
欧
米
型
の
食
生
活
、
自
給
農
業
の

崩
壊
、
核
家
族
化
、
多
様
化
す
る
価
値
観・・・・

近
代
的
な
生
活
は
、
多
く
の
も
の
を
与
え
る

と
同
時
に
、
多
く
の
も
の
を
失
わ
せ
た
。

そ
し
て
日
本
一
の
長
寿
村
は
、影
を
潜
め
た
。

ま
た
、
近
年
は
、
人
口
の
減
少
も
深
刻
化
し
、

地
域
そ
の
も
の
の
存
続
に
暗
い
影
を
落
と
す
。

井戸
小伏

日原
沢渡

用竹

尾続

大垣外

椿

ふるさと
長寿館

棡原出張所

県立ゆずりはら
青少年自然の里

上野原市役所
中央自動車道

上野原駅

上野原 IC

西原出張所

猪丸

長寿村棡原記念碑

中央線

至　東京都檜原村

至　山梨県小菅村

至　山梨県大月市
至　東京都八王子市

提
起
長
寿
村
が

果
た
す
役
割

日
本
一
の
長
寿
村
と
呼
ば
れ
た
棡
原
か
ら
学
ぶ

こ
れ
は
、棡
原
地
区
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

上
野
原
市
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
全
国
、
ど
の
自

治
体
も
同
じ
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

ま
さ
に
、長
寿
村
と
呼
ば
れ
た
棡
原
地
区
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
日
本
の
縮
図
と

も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

私
た
ち
が
歩
む
こ
れ
か
ら
の
未
来
の
た
め
に

今
、
な
に
を
考
え
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
日
本
一
の
長
寿
村
と
呼
ば
れ
た
棡
原
地

区
か
ら
探
る
。

特集 長寿村の
　  栄光と使命

長
寿
村 

   

棡 

原

この写真は、棡原地区大垣外に住む、当時 95 歳だった三浦トミさん（左下２番目）
の家で撮られた写真。長寿村棡原を全国に紹介した古守豊甫先生（右上 2 番目）
をはじめ、製薬会社社長（左下３番目）など、全国から多くの研究者などが棡原
地区を訪れた。（昭和 43 年頃撮影）
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長
寿
村
棡
原

市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
棡
原
地
区

は
、
鶴
川
渓
谷
や
そ
の
支
流
沿
い
の
傾

斜
地
に
点
在
す
る
9
つ
の
集
落
か
ら
な

り
ま
す
。
今
で
は
、
上
野
原
駅
か
ら
車

を
利
用
す
れ
ば
20
分
程
度
で
棡
原
地
区

の
中
心
地
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
寿
の
秘
訣
「
長
寿
食
」

長
寿
村
と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
も
有

名
に
な
っ
た
棡
原
地
区
。
特
に
各
テ
レ

ビ
局
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、

麦
を
中
心
と
し
た
雑
穀
、
芋
類
、
豆
類
、

野
菜
、
山
菜
、
味
噌
、
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
、

鶴
川
で
と
れ
た
鮎
な
ど
の
郷
土
料
理

「
長
寿
食
」
で
し
た
。

こ
の
長
寿
食
は
、
一
見
す
る
と
粗
食

で
す
が
、
人
体
に
必
要
と
さ
れ
る
微
量

ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維
の
宝
庫
で
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

戦
後
、
高
タ
ン
パ
ク
、
高
脂
肪
、
高

カ
ロ
リ
ー
の
欧
米
型
の
食
生
活
が
進

み
、
世
間
で
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
長
寿
食
は
、
誰
も

が
願
う
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
秘

訣
と
し
て
、各
テ
レ
ビ
局
が
「
長
寿
食
」

を
テ
ー
マ
に
番
組
を
つ
く
り
、
全
国
に

放
送
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

放
送
を
見
た
全
国
の
研
究
者
や
長
寿

を
願
う
方
が
、
こ
れ
ま
で
静
か
だ
っ
た

里
山
を
訪
れ
、
今
で
は
想
像
も
で
き
な

い
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
「
長
寿
村
棡
原
」
は
、
今

で
い
う
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
の

名
前
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

先
人
た
ち
が
厳
し
い
地
理
的
環
境
の

な
か
で
知
恵
を
出
し
、創
意
工
夫
を
し
、

人
と
の
「
つ
な
が
り
」
の
な
か
で
築
き

上
げ
て
き
た
「
長
寿
村
」
の
文
化
は
、

地
域
資
源
と
し
て
、
現
代
ま
で
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
初
期
は
、
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
2
時
間
か

ら
3
時
間
程
度
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
棡
原
地
区
に
、
古
守
豊

甫
先
生
が
棡
原
小
学
校
沢
渡
文
教
場
に

一
年
間
代
用
教
員
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
古
守
先
生
は
、
東
京
医

専
に
進
学
し
て
医
師
と
な
り
、
再
度
棡

原
地
区
を
訪
れ
ま
す
。
そ
の
時
、
以
前

と
変
わ
ら
ず
棡
原
地
区
の
お
年
寄
り
が

夫
婦
そ
ろ
っ
て
健
康
で
長
生
き
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
古
守
先
生
は
、

こ
れ
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
と
感
じ
、

医
業
と
あ
わ
せ
て
、
長
寿
の
調
査
・
研

究
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
棡
原
地
区
の
住
民
は
、

毎
日
、
傾
斜
地
で
重
い
荷
物
を
背
負
っ

て
畑
仕
事
を
行
い
、
坂
道
を
登
る
下
る

の
運
動
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と

や
、傾
斜
地
で
稲
作
が
で
き
な
い
た
め
、

麦
や
ア
ワ
な
ど
を
主
体
と
し
た
、
食
物

繊
維
な
ど
の
多
い
食
生
活
で
あ
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
お
年
寄
り
た
ち
が
孤
独
感

を
感
じ
さ
せ
な
い
地
域
の「
つ
な
が
り
」

や
生
活
環
境
な
ど
の
要
因
が
複
合
的
に

重
な
っ
た
こ
と
で
「
長
寿
」
を
つ
く
り

あ
げ
た
と
し
ま
し
た
。

古
守
先
生
は
、
東
北
大
学
の
近
藤
正

二
名
誉
教
授
と
と
も
に
、
棡
原
地
区
が

「
長
寿
村
」
で
あ
る
こ
と
を
広
く
紹
介

し
、
全
国
的
に
棡
原
地
区
が
脚
光
を
あ

び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●おばく

理
由
な
ぜ
、長
寿
村
と

呼
ば
れ
た
か

日
本
一
の
長
寿
村
と
呼
ば
れ
た
棡
原
か
ら
学
ぶ

①

先
人
た
ち
は
、
遠
い
昔
か
ら
傾
斜
地
の
多
い
棡
原

地
区
で
生
き
て
き
た
。
そ
こ
で
築
き
上
げ
た
食
文
化

や
生
活
様
式
は
、
想
像
以
上
に
価
値
の
あ
る
も
の
だ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
価
値
は
、
次
代
に
つ
な
が
る
貴

重
な
地
域
資
源
と
し
て
、
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
る

こ
と
に
な
る
。

大麦の皮を除いた玄
麦を約3時間かけて煮
たもの。これに味噌と
ネギをつけて食べる。

　　 寿村として有名になる前は、本当に静か
　　 な里山でした。また、日ごろから食べな
れている食事や生活様式が、全国的に貴重な
ものだとは気づきもしませんでした。

「長寿村棡原」が全国に紹介されてからは、
テレビ局が頻繁に撮影にきました。私の妻は、

「せいだのたまじ」などの長寿食の作り方を
料理番組で紹介したこともありました。
また、天皇皇后両陛下が訪れたこともあり、

今では考えられないほど、賑わ
いをみせていました。

しかし、物質的な豊かさ
が私たちの生活を変え、
子どもが減り、伝統行
事の獅子舞も継承が
難しくなってきまし
た。

長
おさだとしひこ

田稔彦 さん
（棡原地区日原在住）

●せいだのたまじ ●こんにゃく
小さな芋（せいだ）

を油で炒め、味噌と砂
糖と水で、光沢が出る
まで煮詰めた郷土料理

棡原地区では、昔か
ら家庭でこんにゃくを
つくり常食だった。食
物繊維の宝庫

②

こんにゃく芋を片手に持つ古守豊甫先生（左）
と当時 95 歳の長寿者 三浦トミさん（右）
古
こ も り と よ す け

守豊甫 先生：大正 9 年 8 月甲府市生まれ、昭和
18 年東京医科専門学校を卒業、昭和 19 年に軍医
としてラバウルに従軍、昭和 29 年に甲府市内に古
守病院を創設、その後は、長寿を調査・研究し「長
寿村棡原」を発刊、昭和 51 年、日本医師会「最高
優功賞」受賞、生涯「長寿村棡原」の研究に尽力する。

長寿村棡原の郷土料理「長寿食」

長寿村棡原の栄光
そして、高度経済成長の波

● interview 1

長

特集 長寿村の
　  栄光と使命

長
寿
村 

   

棡 

原

傾斜地にある沢渡区坂本
（昭和 30 年頃の撮影）

今も昔も棡原地区の各家庭では『酒
まんじゅう』をつくる

夫婦そろって健康なお年寄りたち

写真① 「百歳征服」と書かれた色紙を長寿者
一人ひとりに手渡す内田常雄厚生大臣。
写真② 内田厚生大臣に花束を渡す三浦トミ
さん（当時 95 歳）

昭和 45 年 8 月 31 日、内田常雄厚生大臣が
当時日本一の長寿村であった棡原地区（旧
棡原小学校体育館）を視察しました。
この視察の様子は、新聞記事などにも紹介
され、注目を集めました。

内田常雄厚生大臣
長寿村棡原を視察
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平
成
22
年
度
に
は
、
1
2
1
8
人
と

ピ
ー
ク
時
よ
り
2
4
2
0
人
も
減
少

し
ま
し
た
（
国
勢
調
査
数
）。

こ
の
人
口
減
少
は
、
女
性
人
口
の
減

少
や
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
よ
る
出
生
数

の
減
少
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
多

く
の
要
因
が
複
合
的
に
影
響
す
る
こ
と

で
生
じ
る
と
も
言
わ
れ
、
棡
原
地
区
も

こ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

昔
は
、
各
集
落
単
位
で
行
わ
れ
て
い

た
盆
踊
り
は
、
1
か
所
の
み
で
し
か
行

わ
れ
ず
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
獅
子
舞
」
は
、
若
い

世
代
の
減
少
に
よ
り
、
そ
の
継
承
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

か
つ
て
の
賑
わ
い
が
徐
々
に
薄
れ
、
地

域
へ
の
愛
着
も
減
り
、
人
生
の
充
実
感

を
便
利
で
華
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
都
市

程
度
の
道
幅
し
か
な
か
っ
た

棡
原
地
区
に
、
バ
ス
が
運
行

で
き
る
ほ
ど
の
道
路
が
、

徐
々
に
整
備
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り

近
代
的
な
食
生
活
や
文
化
が

静
か
な
里
山
に
流
れ
込
み
ま

す
。
棡
原
地
区
の
住
民
は
、
生
活
様
式

の
変
化
か
ら
こ
れ
ま
で
の
自
給
農
業
だ

け
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、

先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
農
業
を
捨

て
、
都
会
へ
働
き
に
出
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
都
会
で
得
た
収
入
は
、
今
ま
で

め
っ
た
に
口
に
し
た
こ
と
の
な
い
近
代

食
の
購
入
に
も
充
て
ら
れ
、
食
生
活
が

一
変
し
ま
す
。
こ
の
急
激
な
変
化
は
、

棡
原
地
区
に
住
む
中
年
層
の
健
康
と
生

命
を
脅
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
逆さ

か
さ
仏ぼ

と
け』

現
象

棡
原
地
区
の
住
民
は
、
こ
れ
ま
で
そ

の
土
地
の
旬
の
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で

身
体
が
環
境
に
調
和
し
健
康
で
い
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
代
食

の
摂
取
は
、
身
体
の
適
応
の
限
界
を
こ

え
て
、
生
活
習
慣
病
や
脳
梗
塞
な
ど
を

引
き
起
こ
し
、
元
気
な
老
人
よ
り
先
に

中
年
層
の
住
民
が
亡
く
な
る
現
象
が
起

き
ま
す
。
こ
れ
は
、「
逆さ
か

さ
仏ぼ

と
け」
現
象

と
呼
ば
れ
、
親
よ
り
も
子
ど
も
が
先
に

亡
く
な
る
こ
と
か
ら
、
と
て
も
悲
し
ま

れ
ま
し
た
。
棡
原
地
区
は
、
こ
の
中
年

層
の
短
命
化
現
象
か
ら
徐
々
に
長
寿
村

と
し
て
の
輝
き
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。

人
口
の
減
少
と
流
出

輝
き
を
失
い
か
け
た
長
寿
村
棡
原

に
、
さ
ら
に
人
口
減
少
と
い
う
深
刻
な

問
題
が
襲
い
ま
す
。

過
日
、
日
本
創
成
会
議
は
、

2
0
4
0
年
ま
で
に
人
口
が
大
幅
に

減
少
し
、
ほ
ぼ
半
数
の
自
治
体
は
消
滅

す
る
と
伝
え
ま
し
た
。
市
の
人
口
も
26

年
後
に
は
、
現
在
の
2
万
5
3
4
0

人
（
8
月
1
日
現
在
）
か
ら

1
万
6
9
4
8
人
ま
で
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
て
い
ま
す

（
平
成
25
年
3
月
推
計
）。
そ
の
中
で
、

棡
原
地
区
の
人
口
は
、
昭
和
22
年
度
の

3
6
3
8
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、

棡原地区日原の獅子舞
（昭和 35 年頃撮影）

昔から続く伝統行事「獅子舞」
は、子どもからお年寄りまで
がつながり合い、心をかよわ
せ合う伝統行事。
これまで地域の伝統行事とし
て受け継がれてきたが、近年、
若い世代の人口流出により、
獅子舞の継承が難しくなって
きている。

地
域
の
絆
を
深
め
、
心
の
安
定
を

生
む
伝
統
行
事
「
獅
子
舞
」

危
機
長
寿
村

再
生
へ
の
道

長
寿
村
に
押
し
寄
せ
た
時
代
の
波
。
道
は
整
備
さ
れ
、

都
会
か
ら
近
代
的
な
文
化
が
流
れ
込
ん
だ
。
多
く
の
人
は

華
や
か
で
便
利
な
生
活
が
「
豊
か
さ
」
だ
と
感
じ
た
。
し

か
し
、
そ
の
豊
か
さ
と
引
き
換
え
に
、
か
け
が
え
の
な
い
、

何
か
を
失
い
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 一

本
の
道
路
整
備

長
寿
村
と
し
て
称
賛
を
集
め
、
全
国

的
に
有
名
に
な
っ
た
棡
原
地
区
で
し
た

が
、
徐
々
に
そ
の
栄
光
に
陰
り
が
見
え

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
人
馬
が
通
行
で
き
る

　　 守先生は、棡原地区の地形や食など
　　 の特徴が長寿につながっていると話
しましたが、もうひとつは、孤独感を感じ
させない「つながり」もその要因の一つと
話していました。昔は、軒下に仲間が集ま
り、お茶を飲みながらせいだのたまじなど
をお茶請けにして、仲間と話していたもの
です。このお茶のみの文化は、人とつなが

り、幸福感を生み、地域の
愛着につながっていた

様に感じます。この
愛着こそが、地域
再生への取り組み
の 粘 り を 生 み、
この危機的状況
に光をさすのだ
と思います。

棡原地区区長会

会長  吉
よしむら

村武
た け し

司さん
（棡原地区沢渡区在住）

日
本
一
の
長
寿
村
と
呼
ば
れ
た
棡
原
か
ら
学
ぶ

昭和 27 年頃から道路の整備が進められ、棡
原地区をバスが運行するようになります。こ
れにより、近代的な文化が流れ込みます。

（写真は沢渡区坂本から撮影）

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

昭和10年 昭和 22年 昭和 30年 昭和 40年 昭和 50年 昭和 60年 平成 7年 平成 17年 平成 22年

2,934 人

3,638 人（棡原地区人口ピーク）

3,366 人

2,771 人

2,281 人
1,983 人

1,729 人 1,380 人
1,218 人

※国勢調査は、大正 9年から実施されています。（大正 9年の棡原地区の人口 3,146 人）

国勢調査人口推移（棡原地区）
（各年 10月 1日現在）

（単位：人）

部
に
求
め
、
さ
ら
に
人
口
が
流
出
し
て
い

く
と
い
う
悪
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
、
こ
の
危
機
的
状
況
を
打
開
す
る

た
め
、
地
域
再
生
へ
の
道
を
一
歩
前
へ

踏
み
出
す
時
が
き
て
い
ま
す
。

あきらめたら終わり、
粘り、つながることから

● interview ２

古

近年、空き家が目
立 つ よ う に な っ
た。

特集 長寿村の
　  栄光と使命

長
寿
村 

   

棡 

原

鶴川渓谷沿いに延びる一本の
舗装道路と橋（鏡渡橋）

廃校となった旧棡原中学校

各集落で行われていた盆踊り
（昭和 36 年頃の尾続区の盆踊り）
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長
寿
村
棡
原
の
方
向
性

棡
原
地
区
に
は
、
先
人
た
ち
が
築
き

上
げ
た
個
性
あ
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
人
情
味
の
あ
る
人
が
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
次
代
の
価
値
観
「
心
の
豊
か

さ
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
つ
な
が

り
や
場
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
価
値
が
、
か
つ
て
日
本

一
の
長
寿
村
と
呼
ば
れ
た
棡
原
地
区
に

あ
る
か
ら
こ
そ
、
果
た
せ
る
役
割
が
あ

り
ま
す
。
今
、
そ
の
役
割
を
理
解
し
、

主
体
的
に
行
動
す
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。
地
域
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が
、
地

域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
少
し
ず
つ

で
も
前
に
、
粘
り
強
く
行
動
し
続
け
る

こ
と
が
、
長
寿
村
棡
原
の
未
来
に
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。

棡原地区地域振興協議会

会長　和
わ だ

田好
よしはる

治 さん

厳
し
い
状
況
の
中
、
地
域
再
生
の
た
め
に
、
必
死
で
活
動

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
棡
原
地
区
の
も
つ
本
質
的
な
価

値
に
気
づ
き
、
愛
着
や
誇
り
、
そ
し
て
「
想
い
」
を
も
っ
て

行
動
し
て
い
る
。
こ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
や
想
い
が
、
結

び
合
い
、
広
が
り
を
見
せ
る
時
、
長
寿
村
棡
原
の
未
来
へ
の

可
能
性
が
見
え
て
く
る
。

　
　
は
、
地
域
活
性
化
に

　
　
効
く
特
効
薬
は
無
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

生
ま
れ
育
っ
た
愛
着
の
あ
る

棡
原
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ

と
も
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
「
棡
原
を
残
し
た

い
」「
全
国
的
に
厳
し
い
状
況

で
も
、
ど
こ
か
で
潮
目
を
変

え
た
い
」「
他
の
地
域
に
移
り

住
ん
だ
人
が
、
帰
省
し
た
際

に
、
ふ
る
さ
と
棡
原
の
良
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
想
い
で
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、「
新
長
寿
食
の

開
発
」や「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

て
い
ま
す
。一
つ
ひ
と
つ
は
小

さ
な
取
り
組
み
で
す
が
、
な

に
も
活
動
し
な
け
れ
ば
ゼ
ロ

で
す
。ま
ず
は
、他
の
批
判
や

責
任
転
嫁
す
る
の
で
な
く
、

主
体
的
に
動
く
こ
と
で
、
長

寿
村
棡
原
の
進
む
べ
き
未
来

が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
こ

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
つ
な

が
り
あ
い
、「
幸
福
感
」
を
感

じ
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛

着
が
生
ま
れ
地
域
活
性
化
へ

の
下
地
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た

文
化
や
棡
原
地
区
の
も
つ
魅

力「
心
の
豊
か
さ
」を
今
こ
そ
、

地
域
再
生
の
た
め
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新しい「長寿村棡原」づくりに向けて

地
域
の
活
性
化

今
、
全
国
ど
こ
の
地
域
で
も
、
地
域

の
存
続
を
か
け
た
地
域
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
地
域
再
生
を
図
る
た
め
に
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、「
地
域
の
色
」
で
す
。
色
は

色
彩
の
色
で
な
は
な
く
、
個
性
や「
ら

し
さ
」の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
は
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
文

化
が
あ
り
ま
す
。
地
域
活
性
化
に
は
、

そ
の
文
化
で
あ
る「
色
」の
魅
力
を
十

分
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
人
は
、
大
切
な
も
の
を
失
っ

た
と
き
に
は
じ
め
て
そ
の
存
在
の
大
き

さ
に
気
づ
き
ま
す
。
地
域
活
性
化
を
図

る
上
で
、
今
そ
の
地
域
が
何
を
失
い
か

け
て
い
る
の
か
を
考
え
、
そ
の
答
え
を

そ
こ
に
住
む
住
民
一
人
ひ
と
り
が
共
有

挑戦 challenge

し
、
認
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

無
象
の
価
値

今
年
2
月
の
雪
害
で
は
共
助
が
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
み
な
さ
ん

は
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感

じ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
人
と
の
つ

な
が
り
は
、
形
に
表
せ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る「
心
の
豊
か
さ
」も
無
象
の
も
の
で
す
。

か
つ
て
、
長
寿
村
棡
原
に
も
押
し
寄

せ
た
高
度
経
済
成
長
の
波
は
、
物
質
的

な
豊
か
さ
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
華
や
か
で
目
を
奪
う
豊
か
さ

は
、
資
源
不
足
や
環
境
問
題
な
ど
に
よ

っ
て
陰
り
が
見
え
ま
す
。
物
質
的
な
豊

か
さ
に
限
界
が
き
た
と
き
、
次
代
に
求

め
ら
れ
る
価
値
と
は
、
無
象
の
価
値
で

あ
る
「
心
の
豊
か
さ
」
で
す
。

地域再生のために活動する棡原地区地域振興協議会

八重山トレイルレース
実行委員会　
会長 小

おまたまさお
俣正雄 さん

山梨県立
ゆずりはら青少年自然の里

（指定管理者上野原市）

所長 小
おがさわらのりよし

笠原徳喜 さん

棡原地区のみなさんには、「心の豊か
さ」があると感じます。これは、目に
見える物ではありませんが、この本当
の価値を、自然の里で行う主催事業
で多くの子どもたちに伝えたいです。

子どもたちへ伝える、心の豊かさ

特集 長寿村の
　  栄光と使命

長
寿
村 

   

棡 

原

私
再
生
長
寿
村
の

価
値
と
未
来

日
本
一
の
長
寿
村
と
呼
ば
れ
た
棡
原
か
ら
学
ぶ

棡原地区を出て 4 年
が経ちますが、帰る
たびに感じることは、

「心地よさ」です。棡
原地区には、自然、人、
つながりがあります。
そして、最大の魅力
は、「心のやすらぎ」
を感じられるところ
です。

棡原地区の魅力は、
世代を越えた人と人
とのつながりがある
ところです。地理的
に不便なところだか
らこそ、互いに協力
し合います。この協
力を支えているのが、

「人の良さ」です。こ
れが一番の魅力です。

秦
は た の

野忠
ただよし

義 さん

（八王子市在住）
（棡原地区用竹区出身）

石
い し い は る お

井治男 さん

（棡原地区沢渡区在住）

吉
よしむらひでひろ

村英洋 さん

（棡原地区井戸区在住）

田舎暮らしはダサい
と思っていましたが、
何も無いところにこ
そ本当の価値がある
ことに気づきました。
自然、風景、人、歴
史…、私は、この価
値あるものの中で生
活できることの幸せ
を今、感じています。

コースの大部分は、棡原地区を走り
ます。沿道の応援は、棡原のみなさ
んの「心のあたたかさ」を感じさせ
ます。この魅力を選手のみなさんに
も、ぜひ感じてもらいたいです。

人とのつながりを感じて

沿
道
で
の
応
援
か
ら

は
、地
域
の『
色
』、
棡

原「
ら
し
さ
」
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

里
山
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

棡
原
地
区
の
民
家
に
参

加
者
の
子
ど
も
た
ち
を

一
泊
さ
せ
ま
す
。

八重山トレイルレース 県立ゆずりはら青少年自然の里

● interview 3

地域の声　〜「長寿村棡原」の魅力と価値 〜
● interview 4

棡原地区地域振興協議会が昨年 11 月に行った「新作食の講習会」。参加した地域のみなさん
は、新長寿食の作り方を学ぶことで、地域の特色を再確認しました。

棡原地区地域振興協議会が今年 3 月に行った
「ゆずりはら食のフェスティバル」。
会場では、新長寿食が振る舞われました。

「花いっぱい運動」では、作業を通じて、
地域のつながりが生まれます。
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な
が
り
」が
鍵
を
握
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
先
人
た
ち
が
長
い

年
月
と
「
つ
な
が
り
」
の
中
で
築

き
上
げ
て
き
た
価
値
あ
る
文
化

を
、
今
こ
そ
見
つ
め
直
し
、
未
来

に
繋
げ
、
地
域
再
生
に
生
か
し
て

い
く
役
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
地
域
に
住
む
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
役
割
と
使
命
を
果
た

し
、
つ
な
が
り
か
ら
感
じ
る
心
の

豊
か
さ
や
本
質
的
な
価
値
に
気
づ

い
た
時
、
棡
原
地
区
、
さ
ら
に
は

上
野
原
市
の
未
来
が
見
え
て
く
る

は
ず
で
す
。

温
故
知
新
。
長
寿
村
の
栄
光
か

ら
学
び
、
新
し
い
時
代
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
。
ま
ず
は
、
昔
か
ら
私

た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
魅
力
や

価
値
を
知
り
、
地
域
再
生
の
た
め

の
一
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し
ょ
う
。

上
野
原
市
が
進
む
、
未
来
の
た

め
に
・
・
・
。

温お

ん

故こ

知ち

新し

ん

温
故
知
新

棡
原
地
区
尾
続
に
は
、
長
寿
村

の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
碑
の
裏
側
に
刻
ま
れ
た
『
長

寿
村
の
栄
光
と
使
命
』。
こ
れ
は
、

長
寿
村
棡
原
が
も
つ
価
値
に
気
づ

き
、
こ
の
価
値
を
後
世
に
繋
げ
た

い
と
い
う
多
く
の
先
人
た
ち
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
効
率
性

や
物
質
的
な
豊
か
さ
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
見
、
物
が

豊
富
で
豊
か
に
見
え
る
時
代
も
原

発
事
故
に
端
を
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
や
資
源
不
足
、
環
境
問
題

な
ど
、
そ
の
土
台
は
非
常
に
も
ろ

い
こ
と
が
分
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

た
っ
た
数
十
年
前
ま
で
日
本
人

は
、
貴
重
な
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
支
え
合
い
、
人
と
の
つ
な
が

り
の
な
か
で
生
き
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
生
き
方
が
本
当
の
意

味
で
の
豊
か
さ
で
あ
り
、
価
値
だ
と

感
じ
て
い
た
人
は
少
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

高
度
経
済
成
長
の
波
に
よ
っ

て
、
徐
々
に
離
れ
て
い
っ
た
「
つ

な
が
り
」。
し
か
し
、福
祉
、介
護
、

医
療
の
問
題
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
多

く
の
問
題
の
解
決
に
は
、こ
の
「
つ

特集 長寿村の
　  栄光と使命

長
寿
村 

   

棡 

原

今も昔も、変わらずにその地域にあるもの。
意識しなければ気づかない、本質的な価値。
その価値に気づき、大切にしたいと願ったとき
その想いが、未来に進むわたしたちの道しるべとなる。

「長寿村棡原」の記念碑は、昭和 52 年に建立され、古守先生をはじめ、
多くの先人たちの想いが込められた石碑です。（昭和 52 年頃撮影）

地域再生のため活動を続ける棡原地区地域振興協議会のみなさん
両手にもつ『ゆずジュース』は、協議会が開発した新しい特産品です。

参考文献：長寿村棡原（三瀧社）、長生
　　　　　きの研究（風濤社）、長寿村
　　　　　短命化の教訓（樹心社）、長
　　　　　寿村の教えるもの（日常出
　　　　　版）、長寿村をゆく（古守病院）
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敬
老
祝
金
等
を

　
　
　
支
給
し
ま
す

市
で
は
、
88
歳
と

101
歳
以
上

の
方
の
長
寿
を
祝
福
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
敬
老
意
識
の
高

揚
を
図
り
地
域
社
会
の
平
和
と

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
敬
老
祝
金
を
支

給
し
ま
す
。

ま
た
、山
梨
県
に
お
い
て
は

百
歳
長
寿
者
へ
褒
状
等
を
贈
呈

し
ま
す
。

●
支
給
対
象

《
市
敬
老
祝
金
》

基
準
日
9
月
15
日
に
市
内
に

住
所
を
有
し
、
1
年
以
上
居
住

し
て
い
る
方

・
88
歳
（
5
千
円
）

・
101
歳
以
上
（
2
万
円
）

《
県
百
歳
長
寿
褒
状
贈
呈
》

当
該
年
度
の
3
月
31
日
に
お

い
て
満

100
歳
の
方
で
、
9
月
15

日
現
在
、
県
内
に
在
住
す
る
方

・
100
歳
（
褒
状
・
額
縁
）

●
支
給
時
期　

9
月
15
日（
敬

老
の
日
）ま
で
、
も
し
く
は

9
月
中

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課

高
齢
者
介
護
担
当（
☎
62

−

4
1
3
3
）

市
で
は
、
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
に
よ
り
、
75
歳
以
上
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
各
地
区
で

次
の
と
お
り
敬
老
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
☎
62

−

4
1
3
3
）

敬
老
会
を

     

開
催
し
ま
す

敬老会開催日程一覧
地区名 開催日 開催場所

大 目 地 区 9 月 14 日（日） 旧大目小体育館
甲 東 地 区 9 月 28 日（日） 旧平和中体育館
沢 松 地 区 9 月 28 日（日） 旧沢松小体育館
四方津・川合地区 9 月 28 日（日） 上野原西小体育館
コ モ ア 地 区 9 月 15 日（月） 上野原西小体育館
大 鶴 地 区 10月    4 日（土） 旧大鶴小体育館
島 田 地 区 9 月 15 日（月） 旧島田中体育館
上 野 原 地 区 10月 18 日（土） 上野原小体育館
棡 原 地 区 9 月 14 日（日） 旧棡原小体育館
西 原 地 区 10月  5  日（日） 西原小体育館
秋 山 地 区 9 月 14 日（日） 秋山老人福祉センター

ふれあいパーティー
の様子

市
で
は
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　
10
月
12
日
（
日
）
午
後

1
時
〜
４
時
（
受
付　
午
後
0

時
30
分
〜
）

●
場
所　
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八

王
子
（
JR
八
王
子
駅
横
）

●
内
容　
パ
ー
テ
ィ
ー
方
式
（
軽

食
）

●
参
加
資
格　
男
性
：
30
歳
〜
50

歳
の
独
身
者
（
再
婚
可
）
女
性：

28
歳
〜
47
歳
の
独
身
者
（
再
婚

可
）

●
参
加
費　

男
性
7
0
0
0
円　

女
性
4
0
0
0
円

●
申
込
期
間　
9
月
9
日
（
火
）

〜
24
日
（
水
）

●
募
集
人
員　
男
女
各
15
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
抽
選
の
場
合
は
、
9
月
29
日
以

降
に
参
加
決
定
者
に
対
し
て
決

定
通
知
の
発
送
を
行
い
ま
す
。

抽
選
か
ら
外
れ
た
方
に
は
、
通

知
を
発
送
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
は
が
き
・
封
書
・

F
A
X
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、
①
住
所
、
②
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
③
年
齢
、
④
職
業
、

⑤
連
絡
先
、
⑥
初
・
再
婚
、
⑦

趣
味
、
⑧
自
己
P
R
、
以
上
を

必
ず
明
記
の
う
え
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市
結

婚
相
談
所
事
務
局
（
福
祉
課
福

祉
総
務
担
当
内
）（
☎
62

−

3
1
1
5
）（
F
A
X
30

−

2
0
4
1
）（
〒
4
0
9

−

0
1
9
2
上
野
原
市
上
野
原

3
8
3
2
）

素敵な出会いが
ここにある
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元気いきいき教室を　
びりゅう館で開催します

市
で
は
、「
元
気
い
き
い
き
教

室
」
を
羽
置
の
里
び
り
ゅ
う
館
で

も
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
要
介
護
等
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方

・
二
次
予
防　
自
立
さ
れ
た
生
活

を
し
て
い
る
が
何
ら
か
の
病
気

や
症
状
が
あ
り
、
要
支
援
や
要

介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高

い
方

・
一
次
予
防　
現
在
、
健
康
な
状

態
で
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い

る
方

※
二
次
予
防
お
よ
び
一
次
予
防
の

対
象
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
申

込
み
後
に
行
う
聞
き
取
り
調
査

の
結
果
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

※
参
加
希
望
者
は
、
主
治
医
に
運

動
が
可
能
か
ど
う
か
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間
　
10
月
6
日
（
月
）
〜
12

月
22
日
（
月
）
の
毎
週
月
曜
日

（
全
12
回
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

●
場
所　
羽
置
の
里
び
り
ゅ
う
館

●
定
員　
20
名

●
内
容　
椅
子
に
座
っ
た
状
態
で

行
う
体
操
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

運
動
を
行
い
、
日
常
動
作
に
必

要
な
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど

を
養
い
ま
す
。

※
認
知
機
能
を
高
め
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
行
い
ま
す
。

●
参
加
料　
1
回
5
0
0
円（
昼

食
代
含
む
）

※
参
加
初
日
に
別
途
保
険
料
と
し

て
1
0
0
0
円
を
徴
収
し
ま

す
。

●
申
込
方
法　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
長
寿
健
康
課
高
齢
者

介
護
担
当
内
）ま
た
は
秋
山
支

所
・
各
出
張
所
に
『
元
気
い
き

い
き
教
室
利
用
申
請
書
』
が
あ

り
ま
す
。印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
介
護

予
防
を
重
点
的
に
行
う
必
要
の

あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

9
月
19
日（
金
）

午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当
内
）（
☎
62

−

3
1
2
8
）

「
上
野
原
市
中
央
防
災
公
園
」の

  
愛
称
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格　
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
方

●
応
募
方
法
　
愛
称
、
愛
称
の
読

み
方
、愛
称
を
決
め
た
理
由
、
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
記
入
の
上
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※
採
用
さ
れ
た
愛
称
に
は
、
権
利

帰
属
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
点
数
　
何
点
で
も
可

●
応
募
期
限　
9
月
30
日（
火
）

●
選
考
方
法　
選
定
委
員
会
が
、公

園
の
設
置
目
的
に
合
致
し
て
い

る
か
、
親
し
み
が
も
て
る
も
の
か

な
ど
を
選
考
し
て
決
定
し
ま
す
。

●
選
考
結
果　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
誌
に
掲
載
し
、
採
用

者
に
通
知
し
ま
す
。

●
記
念
品　
採
用
者
に
は
最
優
秀

賞
と
し
て
記
念
品
を
、
参
加
者

に
は
抽
選
で
参
加
賞
を
進
呈
し

ま
す
。

※
選
ば
れ
た
愛
称
に
複
数
の
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
1
名
を
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
先

　
《
郵
便
》
〒
4
0
9

−

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2

番
地　
総
務
課「
愛
称
募
集
係
」

  

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
》（
☎
62

−

5
3
3
3
）

  

《
E
メ
ー
ル
》kanzai@

city.
uenohara.lg.jp

※
市
役
所
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、

も
み
じ
ホ
ー
ル
入
口
、
秋
山
支

所
、
各
出
張
所
に
応
募
箱
を
設

置
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
管
財
担

当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

健康が一番！！
教室に参加しよう☆

げんき、
　イキイキ☆

中
央
防
災
公
園
の
広
場
開
放
記
念

8 月 18 日に一般開放された中央公園広場
水飲み場やトイレなどもあります。

「ふれあいパーティー」参加者募集
〜 素敵な出会いをサポートします！ 〜
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秋の集団検診・婦人科検診
●
対
象
者　
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級

の
所
持
者

・
療
育
手
帳
A
の
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
・
2
級
の
所
持
者

・
国
民
年
金
法
で
規
定
す
る
1
級
・

2
級
と
同
等
程
度（
特
別
児
童

扶
養
手
当
1
級
・
2
級
の
対
象

児
童
を
含
む
）の
障
害
の
あ
る
方

●
助
成
方
法
の
変
更　
平
成
26
年

11
月
1
日
か
ら
県
内
の
医
療
機

関
を
受
診
し
た
と
き
の
「
窓
口

無
料
方
式
」が「
自
動
還
付
方
式
」

に
変
わ
り
ま
す
。

特別児童扶養手当・障害児福祉手当・
特別障害者手当

県
は
、
支
給
対
象
者
に
「
特
別

児
童
扶
養
手
当
」
を
支
給
し
、
市

は
、
各
支
給
対
象
者
に
「
障
害
児

福
祉
手
当
」、「
特
別
障
害
者
手
当
」

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

●
支
給
対
象
者　
身
体
ま
た
は
精

神
に
中
度
以
上
で
永
続
す
る
障

害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど

●
支
給
額
（
月
額
）　

・
1
級　
4
万
9
9
0
0
円

・
2
級　
3
万
3
2
3
0
円

●
支
給
制
限　
施
設
（
通
園
施
設

を
除
く
）
に
入
所
し
た
場
合
や

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

●
支
給
対
象
者　
身
体
ま
た
は
精

神
に
重
度
の
永
続
す
る
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

20
歳
未
満
の
児
童

●
支
給
額
（
月
額
）

　
1
万
4
1
4
0
円

●
支
給
制
限　
支
給
対
象
児
が
障

害
を
事
由
と
す
る
年
金
な
ど
の

給
付
を
受
け
て
い
る
と
き
や
、

施
設
な
ど
に
入
所
し
た
場
合
、

ま
た
所
得
制
限
に
該
当
す
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
特
別
障
害
者
手
当
》

●
支
給
対
象
者　
身
体
ま
た
は
精

神
が
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方

●
支
給
額
（
月
額
）　

　
2
万
6
0
0
0
円

●
支
給
制
限　
施
設
な
ど
に
入
所

し
た
場
合
や
3
か
月
以
上
入
院

し
て
い
る
場
合
、
ま
た
所
得
制

限
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
障
害
福

祉
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
事
業

　
　
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
と
き
や
、ま
た
は
柔
道
整
復

師
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
免
許
、は
り
師
免
許
お
よ
び
、

き
ゅ
う
師
免
許
を
受
け
た
者
に

保
険
診
療
の
対
象
と
な
る
療
養

を
受
け
た
と
き
は
、
今
ま
で
ど

お
り「
償
還
払
い
方
式
」
で
変

わ
り
ま
せ
ん
。

●
更
新
手
続
き
の
変
更　
更
新
手

続
き
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

9
月
に
全
受
給
者
へ
申
請
書
な

ど
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
更
新

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
障
害
福

祉
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
重
度
の
心
身
障
害

を
も
つ
方
の
医
療
費
の
一
部
（
入
院
時
食
事
療
養
費
標

準
負
担
額
を
除
く
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

現
在
受
給
資
格
の
認
定
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 検診内容

検診項目 検査内容
対象

※平成 27 年 4 月 1 日までに
達する学年齢

自己負担金
社保 国保 後期高齢者

特定（基本）
健診

【基本検査】
問診、医師診察、血圧測定、
身体計測、尿検査、血液
検査

【追加検査】
貧血検査、心電図、眼底
検査など

20 〜 34 歳 1,000 円
35 〜 39 歳 1,000 円
40 〜 64 歳 受診券の額

+300 円 1.300 円
65 〜 74 歳 受診券の額 1,000 円 無料
75 歳以上 無料

肝がん検診 腹部エコー検査 20 歳以上 800 円 無料 無料
胃がん検診 胃部 X 線検査 20 歳以上 1,100 円 無料 無料

肺がん検診

胸部 X 線検査 20 歳以上 300 円 無料 無料

喀痰細胞診検査 50 歳以上の☆喫煙指数
600 以上で痰が出る方 800 円 無料 無料

CT 検査（10 月 25 日のみ） 40 〜 74 歳の方
（定員：先着 80 名） 2,000 円

大腸がん検診 便潜血検査 20 歳以上 500 円 無料 無料
前立腺がん検診 血液検査 50 歳以上の男性 400 円 無料 無料

乳がん検診
マンモグラフィ検査 40、41、42、44、46、48 歳

および 50 歳以上の女性 700 円 無料 無料
乳腺エコー検査 20 歳〜 39 歳、43、

45、47、49 歳の女性
子宮頸部がん検診 頸部細胞診検査 20 歳以上の女性 600 円 無料 無料

骨粗しょう症検診 前腕とう骨 X 線検査
（11 月 6 日、9 日のみ） 40 〜 70 歳の女性 500 円 無料 無料

注 1）生活保護受給者は無料で受診できます。
注２）☆喫煙指数の計算方法　1 日に吸うタバコの本数×喫煙年数（過去の喫煙も含む）
注３）40 歳〜 74 歳の社保の本人は、市の特定（基本）健診が受けられません。社保の家族の方は、集団検診当日に「特
定健診受診券」をお持ちいただくことで、市の特定（基本）健診を受診できます。
※「特定健診受診券」の交付などの詳細は、加入している健康保険者（医療保険者）にお問い合わせください。
■ 検診日　（時間は集団検診が午前、婦人科、子宮がん検診は午後の実施となります）

検診項目 日程 申込期限 場所

集団検診
特定（基本）、肝がん、
胃がん、大腸がん、乳が
ん、前立腺がん、肺がん

10 月 25 日（土） 9 月 22 日（月）

保健センター

11 月 4 日（火）、※ 5 日（水）、6 日（木）、
7 日（金）、8 日（土）、9 日（日） 10 月 3 日（金）

婦人科検診 乳がん、子宮がん、
大腸がん

10 月 6 日（月）、7 日（火）、14 日（火）、
※ 16 日（木） 9 月 12 日（金）

※ 11 月 5 日（水）、7 日（金） 10 月 3 日（金）

子宮頸部がん検診 子宮がん 10 月 24 日（金） 10 月 10 日（金）
11 月 4 日（火）、6 日（木） 10 月 21 日（火）

※ 10 月 16 日（木）と 11 月 5 日（水）は、託児を行っています。
■ 申込方法
申込書に必要事項を記入し、保健センター、長寿健康課（6 番窓口）、秋山支所、各出張所に提出するか、郵送ま
たはファックスでお申し込みください。申込書は、各提出先に用意してあります。
※ファックス送信後は、必ず電話で保健センターに送信状況を確認してください。
※電話でのお申し込みは、保健センターのみで受け付けます。
■ 申込み・問い合わせ
長寿健康課保健担当（保健センター内）（☎ 62-4134）（FAX20-5525）（〒 409–0192 上野原市上野原 3832 番地）
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あ る 日 の 市 長

市 長 の ひ と 言

市 長 へ の 手 紙

らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

市
中
央
防
災
公
園

《
要
望
》　

旧
上
野
原
町
役
場
跡
地
に
建
設
し
た

市
中
央
防
災
公
園
に
、今
よ
り
も
っ
と
大

き
な
樹
木
を
植
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

子
ど
も
の
遊
具
も
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

《
回
答
》

市
中
央
防
災
公
園
は
、
防
災
を
主
の

目
的
と
し
た
公
園
で
す
。
公
園
の
芝
生

の
下
に
は
、
1
0
0
ト
ン
の
防
火
水

槽
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時

用
の
か
ま
ど
付
き
ベ
ン
チ
や
非
常
用
ト

イ
レ
を
3
か
所
に
設
置
す
る
な
ど
の
防

災
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
機
能
を
備
え
た
公
園

に
遊
具
を
設
置
す
る
と
安
全
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
難
し
く
な
り
、
防
災
機
能
を

損
な
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
遊
具
を
設
置

せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
芝
生
の
上
で
自

由
に
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
公
園
を
整
備

し
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
遊
具
の
設
置
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
の
声
を
考
慮

し
な
が
ら
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、大
き
な
樹
木
に
つ
い
て
で
す
が
、

す
で
に
2
本
の
木
を
植
樹
し
て
い
ま

す
。
大
き
く
成
長
し
木
陰
が
で
き
る
ま

で
、
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
こ
の
秋
、

　
　
本
を
読
み
ま
せ
ん
か
」

今
年
の
夏
は
、
久
し
ぶ
り
に
3

日
間
の
夏
休
み
を
と
り
、
家
族
一

緒
に
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
私
は
、
2
冊
の
本
を
読

み
ま
し
た
。
一
冊
は
、
江
宮
隆
之

作
の「
真
田
幸
村
」。
も
う
一
冊
は
、

姜
尚
中
先
生
の「
心
」で
し
た
。
特

に
「
心
」は
、一
言
一
言
の
意
味
を

か
み
し
め
な
が
ら
読
む
必
要
が
あ

り
、
読
ん
だ
後
は
、
し
ば
ら
く
の

間
こ
の
本
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。こ

の
本
の
内
容
は
、
姜
尚
中
先

生
と
西
山
直
弘
君
と
い
う
青
年
と

の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
で
構
成
さ

れ
、
直
弘
君
の
悩
み
に
姜
尚
中
先

生
が
答
え
て
い
く
物
語
で
す
。

ま
た
、
昔
か
ら
日
本
人
が
あ
ま

り
考
え
て
こ
な
か
っ
た
題
材
で
あ

る
「
死
」「
生
」「
愛
」
に
つ
い
て
、

正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
よ
う

な
作
品
で
す
。

私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
い
く

う
ち
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
が

奥
深
い
も
の
だ
と
感
じ
、
理
解
し

な
が
ら
読
む
こ
と
が
と
て
も
大
変

で
し
た
。
し
か
し
、
読
み
終
え
た

後
に
は
、
清
々
し
い
感
動
と
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
つ
い
て
、
一
つ
の

示
唆
を
受
け
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。秋

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲

の
秋
と
言
い
ま
す
が
、
読
書
の
秋

で
も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
こ

の
秋
、
本
に
手
を
伸
ば
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

江口市長のある日の一日を紹介します。

ちょっと

江口市長をはじめ、41 名の大谷中学校の生徒と
関係者のみなさんとの集合写真

宮城県気仙沼市立大谷中学校、松岩中学校
県立ゆずりはら青少年自然の里に招待

気仙沼市立
児童生徒受入事業　8/5（火）〜11（月）

この日、県立ゆずりはら青少年自然の里で「気仙沼市児童
生徒受入事業」が行われました。

この事業は、市が気仙沼市の復興の一助になればと、平成
24 年度から行ってきた事業で、気仙沼市立中学校の生徒を
県立ゆずりはら青少年自然の里に招待して、自然体験や富士
山観光などを行いました。 No.54

ふ れ 愛 卜 ー ク

■ 日時　9 月 25 日（木）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話

時間はおおむね 20 分間です。

■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

市民のみなさんと市長との

松岩中学校の生徒に江口市長から「未来、

勇気、飛翔」と書かれた直筆の色紙が手渡

されました。 気仙沼市のマスコットキャラクター「ホヤ

ぼーや」と「たまじまる」のイラストが描

かれた寄せ書き

江口市長は、大谷中学校、松岩中学校の生

徒たちとそれぞれ一緒に夕食をとりました。

松岩中学校の歓迎式では、向風区の御神輿

が登場し、生徒たちも地区のみなさんと一

緒に神輿を担ぎました。

大谷中学校 8 月 5 日（火）〜 8 日（金）、松岩中学校 8 月 8 日（金）〜 11 日（月）
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炭水化物のとり過ぎは、
肥満につながります。

今
月
の
テ
ー
マ

『
炭
水
化
物
の

　
と
り
過
ぎ
に
注
意
』

れ
て
、
煮
物
や
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
な
ど
の
じ
ゃ
が
い
も
料
理

が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
な
る
と
さ
と
い

も
や
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
料

理
も
登
場
し
ま
す
。
い
も
類

は
野
菜
で
す
が
、
炭
水
化
物

が
多
く
栄
養
的
に
は
ご
は
ん

や
う
ど
ん
と
同
じ
で
す
。

ご
飯
を
食
べ
、
う
ど
ん
を

食
べ
、
い
も
も
食
べ
る
と
な

る
と
、
炭
水
化
物
が
多
く
な

り
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
い
も
は

野
菜
だ
と
思
う
と
つ
い
食
べ

過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ご
飯
と
う
ど
ん
と
い
も
類

は
、
同
じ
仲
間
だ
と
い
う
こ

と
を
意
識
し
な
が
ら
、
炭
水

化
物
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
、
肥
満
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

市　
内
で
は
、
昔
か
ら
う
ど

　
ん
や
す
い
と
ん
を
つ
く

っ
て
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
急
傾
斜
地
の

多
い
山
間
地
の
た
め
、
稲
作

よ
り
も
麦
な
ど
の
雑
穀
の
栽

培
が
適
し
て
い
た
こ
と
な
ど

が
理
由
で
す
。

最
近
で
は
、
ご
飯
を
食
べ

な
が
ら
う
ど
ん
や
す
い
と
ん

を
食
べ
る
と
い
う
話
も
よ
く

聞
き
ま
す
。

お
米
の
少
な
い
時
代
に
、

ご
飯
の
代
わ
り
に
う
ど
ん
や

す
い
と
ん
を
食
べ
る
と
い
う

の
は
理
に
か
な
っ
て
い
ま
す

が
、
1
回
の
食
事
で
ご
飯
と

う
ど
ん
を
食
べ
る
こ
と
は
、

バ
ラ
ン
ス
的
に
主
食
が
多
く

な
り
、
炭
水
化
物
の
と
り
過

ぎ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
の
季
節
は
、

じ
ゃ
が
い
も
が
た
く
さ
ん
採

保健だより ●お問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№25

う
え
の
は
ら
　

健
康
家
族

Healthy Life

★１日人間ドック
◎対 象 者	 35 歳以上 74歳以下の国民健康保険

加入者
	 75 歳以上の後期高齢者医療制度の被

保険者
◎検 診 料	 自己負担金　14,200 円
	 （昼食代含む・オプション検査は別途）
	 婦人科を受診される方は 16,400 円
	 （子宮がん 1,500 円・乳がん 700円）
◎申 込 み	 お早めに各実施機関に直接申し込み

ください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団健診との重複受診はできません。

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎

上野原市立病院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★子宮頸部がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録のある 20 歳以上の

女性
◎検 診 料	 1,500 円
◎内 容	 子宮頸部がん検診
◎医療機関	 上野原市：上野原市立病院
　	　　　　　大月市：武者医院、稚枝子おおつき
　　　　　　　　　　	　クリニック
　　　　　　	都 留 市 ：磯部医院、都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当にお
　問い合わせください（県内のみ）。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前 9時〜 11時
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い
合わせください。

★乳幼児健診
実施日 該当児

4か月児
9月3日（水） H26 年 4月 1 日〜 30 日生

10月2日（木） H26 年 5月 1 日〜 31 日生

9 か月児
9月3日（水） H25 年 11 月 1日〜 30 日生

10月2日（木） H25 年 12月 1 日〜 31 日生

1 歳 6
か 月 児 9月9日（火） H25 年 1 月 16 日〜

　2 月 28 日生

3 歳 児 9月2日（火） H23 年 7 月 1 日
　8 月 31 日生

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり検診当日 40

歳以上になる女性
◎検 診 料	 1,200 円
◎内 容	 マンモグラフィ 2方向検査
◎医療機関	 上野原市立病院
◎日　　時　	毎週月・水・金曜日　午後２時〜４時

３０分
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 27年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日	 9月16日（火）、10月21日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

「母乳外来」始めました（上野原市立病院）
市立病院では、完全予約制（45 分間）の「母乳外来」

をはじめました。「母乳外来」では、助産師が個別で次
のような悩みや質問に対応します。
 内容
　①乳房マッサージでおっぱいがよく出るようにしたい
　②おっぱいが腫れて痛い
　③直母量が知りたい
　④搾乳方法が知りたい
　⑤卒乳方法が知りたい

⑥赤ちゃんに母乳をうまく吸わせられない
⑦その他母乳に関して困っていることがある　など
■ 日時　毎週水曜日、金曜日
　　　　  午前 11 時〜、正午〜、午後 1 時〜
※料金などの詳細は、お問い合わせください。
■ 申込方法　電話または直接窓口へお越しください。
※電話の場合は、平日（火曜日除く）の午後 4 時〜

5 時の間でお願いします。
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）検診の様子
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□
大
鶴
地
区　
木
田
康
典

□
島
田
地
区　
佐
藤
和
弘

□
上
野
原
地
区　

富
田
裕
久
、　

塚
本
浩
、
中
村
利
雄
、
横
瀬
明
、

飯
田
隆
男

□
棡
原
地
区　
長
田
章
、清
水
秀

彦
□
西
原
地
区　
奈
良
長
光

□
秋
山
地
区　
野
崎
栄
作
、
関
戸

正
文
、
藤
本
保
彦

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

●
日
時　
10
月
4
日（
土
）午
前
9

時
30
分
受
付
開
始
、
午
前
10
時

開
会

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容　

《
基
調
講
演
》
演
題
「
学
校・家
庭・

地
域
が
連
携
し
た
社
会
教
育
活

動
」
〜
市
民
一
人
一
人
の
社
会

教
育
〜
、
講
師　
近
藤
周
利
先

生
（
現
上
野
原
小
学
校
校
長
）

（
前
山
梨
県
教
育
庁
社
会
教
育

課
長
）

《
事
例
発
表
》
各
地
区
公
民
館
の

活
動
の
様
子
や
社
会
教
育
課
で

行
っ
て
い
る
教
室
の
様
子
な
ど

を
紹
介
す
る
。

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

屋
外
に
設
置
し
て
あ
る
広
告
看

板
は
、
商
業
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
に
重
要
な
手
段
で
す
。

し
か
し
、
無
秩
序
に
設
置
さ
れ

る
と
ま
ち
な
み
や
自
然
景
観
を
乱

す
原
因
と
な
り
ま
す
。

美
し
い
県
土
づ
く
り
の
た
め
に
、

ル
ー
ル
に
沿
っ
た
屋
外
広
告
物
の

表
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
山
梨
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
富
士
・
東
部

建
設
事
務
所
都
市
計
画
・
建
築

課
都
市
計
画
担
当
（
☎
22

−

7
8
3
6
）

●
日
時　
10
月
29
日（
水
）

●
場
所　
上
野
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

●
申
込
資
格　
市
に
住
民
登
録
、

ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
方
、
ゴ

ル
フ
場
の
規
約
・
マ
ナ
ー
を
遵

守
で
き
る
方

●
申
込
方
法　
教
育
委
員
会
お
よ

び
実
行
委
員
宅
に
用
意
し
て
あ

る「
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当
（
☎

62

−

3
4
0
9
）

●
日
時　
10
月
14
日（
火
）
〜
11

月
25
日（
火
）の
毎
週
火
曜
日（
全

7
回
）、午
前
9
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　
旧
島
田
中
学
校
体
育
館

●
対
象
者　
18
歳
以
上
の
方
（
初

心
者
歓
迎
）

●
定
員　
20
名

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

●
参
加
費　
2
千
円（
保
険
料
含
む
）

●
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
屋
内
用
運

動
靴

※
ラ
ケ
ッ
ト
が
な
い
方
は
貸
出
し

ま
す
。

●
申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
9
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
9
月
10
日（
水
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　
9
月
18
日（
木
）午
後
4

時
30
分
〜
8
時
30
分

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者　
6
歳
〜
79
歳
の
市
民

の
方

●
測
定
内
容　
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
な
ど

●
参
加
費　
無
料

●
持
ち
物　
運
動
靴
、
屋
内
用
運

動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

※
参
加
者
に
は
、
体
力
診
断
表
を

お
渡
し
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
9
月
12
日（
金
）

※
こ
の
測
定
会
は
、
文
部
科
学
省

の
体
力
・
運
動
能
力
調
査
も
兼

ね
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
9
月
30
日
（
火
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
上
野

原
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

桑
原

（
☎
62

−

4
9
5
0
）

●
日
時　
9
月
13
日（
土
）、
14
日

（
日
）（
２
日
間
）、
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1
、
2
階
会
議
室
2

●
内
容　
上
級
救
命
講
習
（
成
人

お
よ
び
小
児
、
乳
児
の
心
肺
蘇

生
法
、
A
E
D
使
用
法
、
異

物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員　
30
名

●
受
講
資
格　
市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

●
申
込
期
限　
9
月
5
日（
金
）

●
費
用　
無
料

※
講
習
は
、
２
日
間
の
講
習
と
な

り
ま
す
。

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当（
☎

62
−

4
1
1
1
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

え
、
社
会
教
育
担
当
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
定
員　
40
組

160
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
）

●
申
込
期
間　

9
月
8
日（
月
）

〜
30
日（
火
）

●
参
加
費　
3
千
円（
賞
品
、
パ

ー
テ
ィ
ー
代
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
（
5
0
0
円
）
含
む
）

●
プ
レ
ー
代　

1
万
2
8
0
0

円
（
食
事
・
キ
ャ
デ
ィ
・
ワ
ン

ド
リ
ン
ク
、
消
費
税
込
み
）、

70
歳
以
上
1
万
2
2
0
0
円

（
年
齢
証
明
必
要
）

《
実
行
委
員
》（
敬
称
略
）

□
大
目
地
区　
水
野
忠
義

□
甲
東
地
区　
志
村
義
夫

□
四
方
津
地
区　
木
村
信
男

□
コ
モ
ア
地
区　
大
枝
靖

□
八
ツ
沢
地
区　
小
林
輝
男

□
松
留
地
区　
大
神
田
謙
司

上
野
原
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
体
力

測
定
会
開
催
の
お
知
ら
せ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
上
野
原
市

社
会
教
育
研
究
大
会

9
月
10
日
は

「
屋
外
広
告
の
日
」
で
す

応
急
手
当
講
習
会（
上
級
救

命
講
習
）
開
催
の
お
知
ら
せ

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
都 市 計 画 課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

立秋と  思えばはずむ
散歩かな
        （巌地区  平岡登さん）

「今月の俳句・短歌・川柳」を募
集します。申込みは、名前、連
絡先、作品、句の解説等をメー
ルまたは郵送でお送りください。
〒 409-0192 上野原市上野原
3832  企画課政策推進担当　宛
メールアドレス
kikaku@city.uenohara.lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

       

 　 売り切れ次第発売終了！！
　● 1 等・前後賞合わせて 3 億 9 千万円
　　（1 等 3 億 3 千万円／前後賞各 3 千万円）
　●発売期間 9月19日（金）〜10月10日（金）  ●抽せん日  10月17日（金）

※この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉　　
　向上のために使われます。　

  お知らせ

一等・前後賞合わせて 9／19（金）
発売

オータムジャンボ宝くじ

（財）全国市町村振興協会
2014 年新市町村振興宝くじ

3 億 9 千万円

認知症サポーター
養成講座

平成 24 年度開催の社会教育研究大会

　市では、上野原認知症家族の会とともに、認
知症になっても住み慣れた地域で、安心して暮
らせるまちづくりを目指して、認知症サポーター
養成講座を開催します。

■ 日　時　9 月 28 日（日）
　　　　　 午後 1 時 30 分〜3 時 30 分
■ 場　所　もみじホール 2 階会議室
■ 対象者　市内在住の方
■ 内　容　《講演》「認知症になっても、寝たき
　　　　　　　　　りになっても　この町で暮
　　　　　　　　　らすための 10 の心得」
　　　　               北都留医師会 上條内科クリニック　
　　　　               上條武雄医師
　　　　　 《その他》  認知症の方への対応や認知症サ
　　　　　　　　  ポーターの役割なども学びます。
■ 参加料　無料
※事前の申し込みは不要です。
※手話通訳や託老を希望する方は、ご連絡

ください。
■ 問い合わせ　上野原認知症家族の会 

横瀬（☎ 090-2210-0444）、地域包
括支援センター（☎ 62-3128）
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0
0
9
9
）

※
願
書
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
で
す
。

※
願
書
は
市
消
防
本
部
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

※
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
予

防
担
当（
☎
62

−

4
1
1
1
）

●
日
時　
9
月
18
日
（
木
）
午
前

た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

9
月
1
日（
月
）

〜
9
月
10
日（
水
）（
土
日
除
く
）

先
着
順

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
☎

62

−

3
1
1
4
）

●
試
験
種
類　
甲
種・乙
種（
全
類
）・

丙
種

●
試
験
日
・
会
場

・
10
月
19
日（
日
）
　
山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

・
10
月
25
日（
土
）
　
都
留
文
科
大
学

（
都
留
市
田
原
3

−

8

−

1
）

●
願
書
受
付
期
間　

・
書
面
申
請　
9
月
8
日（
月
）〜

16
日（
火
）（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

・
電
子
申
請　
9
月
5
日（
金
）〜

13
日（
土
）

※
電
子
申
請
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
検
索
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
願
書
受
付
場
所　
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部（
郵

送
可
）（
〒
4
0
0

−

0
0
2
6
甲
府
市
塩
部
2

−

2

−

15
湯
村
自
動
車
学
校
敷
地

内
）（
☎
0
5
5

−

2
5
3

−

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
山
梨
行

政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

（
☎
0
5
7
0

−

0
9
0
1

　

 
1
0
）

●
日
時　
9
月
12
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　
市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

①
消
費
生
活
関
連（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
1
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
・
②
と
も
に
各
3
人
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ

●
日
時　
9
月
19
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　
市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
隣
）

●
内
容　

不
動
産
に
関
わ
る
法

律
・
税
金
（
相
続
税
・
贈
与
税
）

相
談
、
住
宅
等
建
築
相
談

●
定
員　
5
組（
1
組
30
分
程
度
）

●
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
予
約
制
）。

●
申
込
期
間　　
9
月
10
日（
水
）

〜
17
日（
水
）午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
土
日
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
☎

62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　
9
月
17
日（
水
）
午
後

1
時
〜
4
時

●
場
所　
ぴ
ゅ
あ
富
士
3
階
大
研

修
室（
都
留
市
中
央
3

−9

−3
）

●
内
容　
日
常
生
活
に
か
か
わ
る

登
記
、
年
金
、
道
路
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
の
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士
、
税
理
士
な
ど
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
費
用　
無
料

平
成
26
年
度
「
危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
」
受
講
案
内

不
動
産
無
料
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
移
動

県
民
相
談
」
の
お
知
ら
せ

「浄化槽の適切な維持管理」

●
採
用
職
種　
経
営
指
導
員
、
経

営
指
導
員
研
修
生

●
受
験
資
格

《
経
営
指
導
員
》
満
41
歳
未
満
の

者（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
）

《
経
営
指
導
員
研
修
生
》
満
28
歳

未
満
の
者
（
平
成
26
年
4
月
1

日
現
在
）

※
受
験
資
格
に
は
、
年
齢
制
限
の

他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

け
ら
れ
ま
す
が
、
サ
イ
ズ
が
大

き
い
も
の
や
移
動
で
き
な
い
も

の
を
除
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　
《
講
習
会
》
11
月
12
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
、

《
試
験
》
11
月
23
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
0
時
15
分

●
場
所　
県
立
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

（
甲
府
市
朝
気
1

−2

−2
）

●
申
込
方
法　
市
建
設
課
下
水
道

担
当
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　
10
月
1
日
（
水
）

〜
22
日
（
水
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
公
益

財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

（
☎
0
5
5

−

2
6
3

−

2
7
3
8
）（
笛
吹
市
石
和
町

東
油
川
字
北
畑
4
1
7
）

2
1
1
5
）（
〒
4
0
0

−
0
0
3
5　
甲
府
市
飯
田
2

−
2

−

1
中
小
企
業
会
館
3
階
）

●
日
時　
10
月
3
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
2
時

●
会
場　
秋
山
公
民
館

※
今
回
の
検
査
は
、
秋
山
地
区
が

対
象
区
域
と
な
り
ま
す
。

※
電
気
式
の
は
か
り
も
検
査
が
受

だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
山

梨
県
商
工
会
連
合
会
で
検
索
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
採
用
人
員　
若
干
名

●
申
込
方
法　

申
込
書
、
自
己

P
R
シ
ー
ト
、
履
歴
書
、
卒
業

証
明
書
、
成
績
証
明
書
を
郵
送

ま
た
は
持
参
で
提
出

※
申
込
書
は
、
県
商
工
会
連
合
会

か
ら
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
9
月
19
日
（
金
）

●
試
験
日
　

《
1
次
試
験
》
10
月
19
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
（
一
般
教
養
、

経
営
の
専
門
的
知
識
、
職
場
適

応
性
検
査
）

《
2
次
試
験
》　
11
月
9
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
（
面
接
、
グ
ル

ー
プ
討
議
）

《
3
次
試
験
》　
11
月
25
日
（
火
）

（
面
接
）

※
給
与
、
待
遇
な
ど
は
、
商
工
会

統
一
規
定
に
よ
る
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
県
商

工
会
連
合
会
総
務
課　
（
☎

0
5
5

−

2
3
5

−

10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
富
士
・
東
部
建
設
事
務

所
３
階
大
会
議
室
（
大
月
市
大

月
町
花
咲
1
6
0
8

−

3
）

●
内
容　
法
律
相
談
（
家
族
、
近

隣
問
題
、
相
続
、
金
銭
貸
借
な

ど
）、
土
地
相
続
、
住
宅
相
談
、

交
通
事
故
相
談
、
消
費
生
活
相

談
※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
民
生
活
セ
ン

タ

ー
（

☎
0
5
5

−
2
2
3

−

1
5
7
1
）

特
設
合
同
行
政
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

県
商
工
会
、
商
工
会
連
合
会

統
一
採
用
試
験
の
ご
案
内

は
か
り
の
定
期
検
査
実
施
の

お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
認
定
試
験
の
ご
案
内

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

  全国一斉

甲府地方法務局および山梨県人権擁護委員連
合会では、高齢者や障害者を巡る人権問題の解
決に向けた人権相談活動を強化するため、通常
よりも受付時間を延長して電話による相談を受
付けます。

《全国一斉「高齢者・障害者の
　　　人権あんしん相談」強化週間》
●期　　間　9 月 8 日（月）〜 14 日（日）
●時　　間　午前 8 時 30 分〜午後 7 時
※土・日曜日は午前 10 時〜午後 5 時（通常は、　
　平日の午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分）
●専用窓口　高齢者・障害者人権あんしん相談
　　　　　　窓口（☎ 0570–003–110）
■ 問い合わせ　
　福祉課福祉総務担当（☎ 62–3115）

「高齢者・障害者の
あんしん人権相談」強化週間

浄化槽法では、「保守点検」・「清掃」・「法定検査」
の 3 つの義務が定められています。

●「保守点検」
浄化槽の機能を維持するために機器類の調整や消
毒薬の補充などを行います。浄化槽の種類ごとに
定められた回数の保守点検が必要となります。

●「清掃」
浄化槽にトイレ排水や生活雑排水が流れ込むと
槽内に少しずつ水に溶けない固形物や汚泥が溜
まっていきます。これをそのままにしておくと水
質悪化の原因となりますので、年１回以上の汚
泥引抜が必要です。

●「法定検査」
浄化槽法では、浄化槽管理者が「水質に関する検
査」を受けなければならないことになっています。
　この検査は「浄化槽法」に定められているこ
とから、法定検査と呼びますが、浄化槽を使い
始めて３か月を経過してから５か月以内に行う

「設置後等の水質検査」と、その後、毎年１回定
期的に行う「定期検査」がありますので、県知
事が指定した検査機関である ( 社 ) 山梨県浄化槽
協会へ依頼して実施してください。
　法定検査は保守点検や清掃を行っていても、
必ず行わなければなりません。

●問い合わせ　
 建設課下水道担当（☎ 62-3145）

下水道を大切に
〜私たちにできること〜

無料法律相談イメージ
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1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

『地元、上野原で約50年、棟梁魂と匠の技に、
日本最大のビルダー集団・ジャーブネットの力
を結集してお客様の夢を形にします』

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店
秋の交通安全運動の実施

運動期間　9 月 21 日（日）〜 30 日（火）
重点項目　
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶
④二輪車の交通事故防止
■ 問い合わせ　上野原警察署交通課（☎ 63-0110）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

● 子育てプレイルーム すくすく育て、
うえのはらっ子	

有料広告

● 9 月の各種相談日

■	開催日時・場所

日　時

9月 3日（水）、10日（水）、10月 1日（水）
午前9時〜正午
9月 17日（水）、24日（水）
午前9時〜午後３時

場　所 もみじホール2階会議室２
※9月10日（水）は多目的ホールで行います。
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎62−3115）

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 28 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

日曜大工のパパから プロの職人さんまで
町の便利なお店

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

28 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

●『たまひよママのお茶会』
コモア　代表者　森本（☎ 66-4308）
■	日時　9月10日（水）午前10時〜正午
■	場所　コモア内一丁目集会所　
棡　原　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
■	日時　9月19日（金）、10月17日（金）午前10時〜正午
■	場所　棡原保育所
島　田　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
■	日時　9月26日（金）、10月24日（金）午前10時〜正午
■	場所　島田コミュニティセンター

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

竹内・山崎
金子

山崎

岡本・村田
石井

川合

協会非常勤・
牛島・清水

村田

清水
濱

的野、谷崎
（隔週交代）
岡本・村田
進藤・三枝

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 宇野 杣津 宇野 宇野 宇野
小児心臓外来 午後 ※ 1（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外科・肛門外科
午前 吉田（完全予約制） 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 宮本・松田 笠井 戸島 中島 須田

眼 科 午前 中込
※ 2 米山

（時間短縮）
館野 ※ 3 大野

（予約）
※4大野

（時間短縮）
耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 芦澤 森山

※ 5 泌 尿 器 科 午前 9/2・9・
16・30 9/6・20

※ 6 婦 人 科 午前 中島
西 原 診 療 所 午後 清水

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

※この案内は、8月18日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院	9 月の外来診療のご案内》　　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

★山梨県の小児医療体制等に基づき、小児科の夜間・休日診療等は、従来通り「富士・東部小児初期救急医療
センター」で行っており、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応を行っています。当院の小児科医は、
他病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたりますので、ご理解とご協力をお願いします。

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
　※ 1　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
　※ 2　眼科の米山医師の初診開始時間は午前 9 時 30 分からです。
　※ 3　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
　※ 4　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
　※ 5　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：小松医師9月6日（土）、阿南医師9月20日（土）、村石医師9月2　　
　　 　　  日（火）、9日（火）・16日（火）・ 30日（火）】。なお、初診の受付は、今月から午前のみとなり、10 時までとなります。
　※ 6　婦人科の初診の受付は、午前のみとなり、午前 10 時 30 分までとなります。

栗むき鋏
鬼皮・渋皮が簡単に剥けます
栗くり坊主（替え刃式）

おすすめです !!

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 10 日（水）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

定 例 人 権 相 談 10 日（水）・26 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 16 日（火）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 18 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

子育てプレイルームをはじめ、

「たまひよママのお茶会」は、親

同士の交流や情報交換の場

としてご利用ください。

金物・土木建築資材・塗料・
水道部品・物置・家庭用品・
ガラス修理・網戸張替え

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

●『第 19 回富士ふれあいの村まつり』
■ 日　時　9月20日（土）　午前 10 時〜午後 2 時 40 分
■ 場　所　富士ふれあいの村運動場
　　　　　（南都留郡富士河口湖町船津 6663-1）
■ 内　容　支援学校、福祉施設（作業所）、福祉関
　　　　　 係団体などによる演技・演奏などの発表、
                 作品の展示・販売、模擬店、フリーマー
　　　　　 ケット、体験工房、お楽しみ抽選会
■ 問い合わせ　富士ふれあいの村まつり運営委員会（県

立富士ふれあいセンター内）（☎ 0555−72−5533）



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

T
he Face O

f
U

enohara

The Face O
f

U
enohara

27      広報うえのはら　平成 26 年 9 月号　　　　　 広報うえのはら　No.115    26

婚

姻

上
野
原
地
区

和
田
和
也=

平
本
真
奈

上
坂
正
春=

髙
橋
な
つ
み

甲
東
地
区

久
島
清
正
（
俊
明
）、
安
藤
芳
野

（
芳
葊
）、
和
智
武
文
（
孝
也
）

四
方
津
地
区

鷹
取
睦
雄
（
均
）、
北
﨑
ト
シ
子

（
関
浩
彦
）

島
田
地
区

内
藤
猛（
政
行
）、清
水
み
ね（
英
男
）

上
野
原
地
区

杉
本
晃（
忠
）、氏
家
國
助（
幹
雄
）、

畑
野
毅
（
久
島
真
由
美
）、
山
口

秀
雄
（
和
雄
）

棡
原
地
区

石
井
公
夫
（
博
明
）

西
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区

梅
屋
み
よ
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一
芳
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秋
山
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区

井
上
綾
子
（
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正
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区

小
俣
光こ

う
き輝
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徹
）
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原
地
区

高
橋
優ゆ

ら楽
（
伸
二
）、
佐
藤
絢あ

や
ね音

（
弘
文
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鷹
取
偉い

お央
（
偉
賢
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小
林
優ゆ

う
ま眞

（
秀
輝
）、
糠
信
陸り

く
と人

（
隼
人
）、
小
見
戸
い
と
（
哲
）、

大
石
樹じ

ゅ
り里

（
昭
彦
）

西
原
地
区

橋
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峻し

ゅ
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い
ち

一
（
豪
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実み
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一
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書

◇
『
銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス
』

　
池
井
戸
潤
／
著　
ダ
イ
ヤ
モ
ン

　
ド
社

◇
『
怪
談
』

　
小
池
真
理
子
／
著　
集
英
社

　
児
童
書

◆
『
ぼ
く
と
戦
争
の
物
語
』

　
漆
原
智
良
／
作　
山
中
桃
子
／

絵　
フ
レ
ー
ベ
ル
館

◆『
ぼ
く
の
マ
ル
コ
は
大
リ
ー
ガ
ー
』

　
小
林
し
げ
る
／
作
　
末
崎
茂

樹
／
絵
　
文
研
出
版

絵
本

○
『
お
え
か
き
し
り
と
り
』

　
新
井
洋
行
・
鈴
木
の
り
た
け
／

　
作　
講
談
社

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

問い合わせ　
市立図書館（☎ 63-5241）

スマイル
ニュース
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Uenohara kids 

Seishun‒ing

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

巌地区	 清水		友
ゆ

夢
め

葉
は

	ちゃん		（3 歳 9か月）
	 　　		泰

たいが

雅	くん　　　	（2歳 10か月）

　　　利昌さん、佳澄さんの長女・長男
“早く大きくなっていっぱい遊ぼうね !!	パパ”

“ずっと仲良しでいてね♡	ママ”

書
道
を
通
じ
て

昭
和
22
年
4
月
生
ま
れ
で
、
67

歳
に
な
る
水
越
久
さ
ん
。
好
き
で

は
じ
め
た
書
道
は
40
年
以
上
続
け

て
い
る
。
今
で
は
自
宅
で
、
書
道

教
室
を
開
く
ま
で
に
な
っ
た
。

5
年
前
か
ら
は
、
夏
と
冬
の
年

2
回
、
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
書

道
合
宿
を
行
っ
て
い
る
。

水
越
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち

に
は
、
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
い

か
な
い
と
き
で
も
、
忍
耐
強
く
あ

っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
想
い
で
、

書
道
合
宿
を
行
っ
て
い
る
。

水
越
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も

身
体
が
続
く
限
り
、
書
道
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
に
取
り
組
み
た
い
」
と
素
敵

な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

The Face of
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Uenohara kids 

Seishun‒ing

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

水
み ず こ し

越  久
ひさし

（上野原地区田町在住）

♯25

さん

巌地区	 梶原		宏
こうせい

晟	くん		（5 歳 0か月）
	 　　		佑

ゆうせい

晟	くん		（2 歳 8か月）
清宏さん、裕美さんの長男・二男

“いつまでも二人仲良く、元気に育ってください”

女
性
に
雇
用
の
場
を

上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
「
上
野
原
市
ス
マ
イ
ル
プ
ラ

ン
」
は
、
今
年
度
で
策
定
し
て
か

ら
10
年
が
経
ち
ま
す
。
次
期
計
画

に
向
け
て
「
新
し
い
計
画
」
の
策

定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

策
定
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る

石
原
英
司
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画

社
会
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

Q　

会
社
を
経
営
し
て
い
く
上

で
、
女
性
を
大
切
に
す
る
と
い

う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

A　
私
は
、
結
婚
し
、出
産
し
た

後
も
引
き
続
き
子
育
て
を
し
な

が
ら
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
が
会
社
経
営
に

お
い
て
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　
今
、
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る

こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

A　
子
育
て
し
な
が
ら
安
心
し
て

働
く
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子

育
て
施
設
の
充
実
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
地
域
や
事
業
主
な

ど
の
ト
ッ
プ
は
、
子
育
て
に
対

す
る
考
え
や
姿
勢
を
変
え
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
女

性
の
能
力
を
活
用
し
な
け
れ

ば
、
地
域
の
衰
退
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

▼
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に

希
望
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護

者
、
死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
7
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 親子文芸講座 リンデンドーム朗読館

タ イ ト ル 名 「ハードル」 『つきよ』
ほか

『ビーズ教室』
ほか

「赤いコートの女」
小池真理子／作ほか

開 催 日 9月 13日（土） 9月 20日（土） 9月 27日（土） 9月 28日（日）

時 　 間 午前10時〜11時25分
午後 2時〜 3時 25分 午後 2時 30分〜 午後 2時〜 午後2時〜

そ の 他 − 協力	たんぽぽの会 − 協力	上野原朗読の会

男女共同参画策定委員
石原英司さん

（㈱石原工業社長）
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